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新型コロナウイルス感染症を踏まえた災害時の住民避難と避難所運営

の取組について 

 

 

 

〇 新型コロナウイルス感染症流行下でも、災害の危険が迫ったら安全な場所に 

“迷わず”避難していただくよう改めて県民に周知を図ります。 

○ 避難所では、「３密」とならないよう万全の対策をとり、感染リスク低減を図ります。 

○ 避難所の混雑緩和のため、ハザードマップで地域の災害リスクを確認し、避難所以

外への避難も検討するよう県民に呼びかけます。 

 

 

 

１ 避難についての県民へのお願い 

災害時には指定緊急避難場所への避難だけでなく、「早めに」安全な知人宅やマンショ

ン等の３階以上などへの避難も検討することや、避難時のマスク持参、避難所での手洗

い、消毒等の衛生対策の徹底について県民に呼びかけます。 

 

２ 市町村の感染防止対策（避難所運営） 

避難所での「３密」回避に配慮した避難所のレイアウトと資機材の準備、使用施設の

追加・拡充、消毒、換気等の感染防止対策の徹底、避難者の健康状態の確認などを行い

ます。 

 

３ 県による市町村の支援 

市町村の避難所運営を支援するため、「間仕切り・簡易ベッド」など感染防止用資機材

の確保、市町村職員研修の実施、ホテル・旅館の業界団体との調整、市町村間の避難調

整、県施設の更なる提供などを行います。 
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